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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年２月期 1,350 △4.8 124 △19.9 119 △21.5 86 △5.0

2024年２月期 1,418 △3.6 155 △25.5 151 △27.8 91 △34.5

（注）包括利益 2025年２月期 87百万円 （△5.0％） 2024年２月期 91百万円 （△34.4％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年２月期 33.18 32.58 5.9 5.9 9.2

2024年２月期 34.43 33.73 6.5 7.8 11.0

（参考）持分法投資損益 2025年２月期 △2百万円 2024年２月期 1百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年２月期 2,094 1,505 71.0 580.46

2024年２月期 1,968 1,438 73.1 543.34

（参考）自己資本 2025年２月期 1,488百万円 2024年２月期 1,438百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年２月期 175 △34 △47 1,743

2024年２月期 115 △55 △67 1,650

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2025年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2026年２月期（予想） － 0.00 － 0.00 0.00 －

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,515 12.2 151 21.8 146 23.1 98 13.2 37.92

１．2025年２月期の連結業績（2024年３月１日～2025年２月28日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2026年２月期の連結業績予想（2025年３月１日～2026年２月28日）

（注）１．「１株当たり当期純利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2025年２月28日現在の発行済株式数（自己株式数を除

く）を使用しております。

２．当社は年次での業績管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しております。詳細は、添付資料

P.５「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年２月期 2,751,375株 2024年２月期 2,748,375株

②  期末自己株式数 2025年２月期 158,047株 2024年２月期 100,047株

③  期中平均株式数 2025年２月期 2,617,244株 2024年２月期 2,655,912株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年２月期 1,304 △4.3 131 △15.6 125 △17.1 89 △2.2

2024年２月期 1,364 △1.9 155 △10.8 151 △13.6 91 △15.7

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年２月期 34.18 33.56

2024年２月期 34.43 33.73

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年２月期 2,089 1,507 71.4 581.46

2024年２月期 1,959 1,438 73.4 543.34

（参考）自己資本 2025年２月期 1,490百万円 2024年２月期 1,438百万円

※  注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2025年２月期の個別業績（2024年３月１日～2025年２月28日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料P.５「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算説明会及び決算説明資料の入手方法）

当社は、2025年４月11日（金）17:00から決算説明会を開催する予定となっております。本決算説明会はLIVE配信

により実施予定となっており、下記URLからご視聴いただけます。詳細につきましては当社ホームページ

（https://www.slogan.jp/ir/）もご覧ください。また、当日使用する決算説明資料はTDnetで本日開示するととも

に、当社ホームページにも掲載しております。

＜視聴URL＞

https://us06web.zoom.us/j/89728857576
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、引き続き急速な円安や物価上昇の影響を受けながらも、政府による各種

経済政策の推進や観光・インバウンド需要の回復などにより、緩やかな成長基調を維持いたしました。特に、個人

消費はサービス分野を中心に回復傾向が見られ、労働市場においても企業の採用意欲が高い水準を保つ状況が続き

ました。一方で、世界的な地政学リスクの高まりや、各国の金融政策の引き締め継続、供給網の制約、資源価格の

変動などが経済の不透明感を強める要因となっており、先行きには引き続き慎重な見極めが求められる状況が続い

ております。

人材関連ビジネス市場においては、リモートワークやオンライン採用の定着に加え、DX（デジタルトランスフォ

ーメーション）の進展により、求職者と求人企業のマッチングの手法が多様化し、より柔軟な雇用形態が普及して

おります。これにより、従来の地理的・時間的な制約によって就業機会を得にくかった人材にとって新たな選択肢

が広がり、企業側も多様な人材確保の手段を手にすることが可能となりました。また、企業の人材投資意欲が高ま

りを見せる中で、高度専門人材の確保やリスキリング（学び直し）支援のニーズが拡大し、労働市場の構造変化が

加速しております。

当社グループの事業領域であるスタートアップ・ベンチャー企業をはじめとした新産業領域
(注)

における人的資本

を取り巻く環境についても、政府の「新しい資本主義」の下で、スタートアップの創出および人材投資が引き続き

重点政策として位置づけられております。2022年に策定された「スタートアップ育成５カ年計画」に基づき、国内

のスタートアップ・エコシステムの強化が進められており、今後も政府によるスタートアップ支援策のさらなる拡

充が期待されております。また、経団連の「スタートアップ躍進ビジョン～10X10Xを目指して～」の方針に沿っ

て、起業の促進や優秀な人材のスタートアップへの流動化を促す取り組みが進行しております。少子高齢化や労働

人口の減少という社会課題に対応するため、スタートアップ・ベンチャー企業の活性化と人的資本の最大活用がま

すます重要視されており、当社グループの事業機会も引き続き拡大していくものと考えております。

このような経営環境の中、当社グループは、「人の可能性を引き出し 才能を最適に配置することで 新産業を創

出し続ける。」というミッションのもと、新産業領域における人材の最適配置を推進し、人的資本の価値を最大限

に引き出すプラットフォームの提供を強化してまいりました。

また、2022年11月16日の取締役会において、代表取締役及び取締役の異動による新経営体制への移行を決定し、

2023年３月１日から新経営体制へ移行し、当連結会計年度は当該移行後２年目の年となりました。本サクセッショ

ン(経営継承)により、第二創業期として「継続的な高収益・高成長を目指すための改革」を掲げ、最優先課題であ

るGoodfindの収益基盤強化に取り組むとともに、「組織・人材・カルチャー」及び「事業マネジメントシステム」

という２つの重要テーマに取り組んでまいりました。

当連結会計年度においては、売上高は前期比4.8％の減少となりました。これは、キャリアサービス分野の売上

高が前期比1.1％の増加となった一方で、メディア・SaaS分野の売上高が前期比27.8％の減少となったことによる

ものです。キャリアサービス分野の売上高としては前期比1.1％の増加となっておりますが、主に事業上の最優先

課題として取り組んだ「Gooodfind」の収益基盤強化により学生向けサービスが前期比5.8％の増加となった一方

で、厳しい競争環境にある社会人向けサービスにおいて、組織体制の不安定化や新規サービスの不確実性等の影響

により入社決定数が減少し、前期比36.8％の大幅な減収となりました。また、メディア・SaaS分野では、主に

「FastGrow」において受注活動に苦戦したため受注高が減少した結果、売上高は前期比27.8％の減少となりまし

た。販売費及び一般管理費については、概ね前期と同水準となり、前期比0.3％の減少となりました。

この結果、当連結会計年度の当社グループの経営成績は、売上高1,350,205千円(前期比4.8％減)、営業利益

124,402千円(同19.9％減)、 経常利益119,052千円(同21.5％減)、 親会社株主に帰属する当期純利益86,841千円

(同5.0％減)となりました。

（注）「新産業領域」とは、スタートアップ・ベンチャー企業における新規事業やイノベーションへの取り組みの

みならず、大企業におけるビジネスモデル革新やイノベーション探索等のトランスフォーメーション及び中

堅・中小企業における事業承継型の経営革新を含む領域として当社で定義しております。
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事業部門

第19期連結会計年度

（自　2023年３月１日

　　至　2024年２月29日）

第20期連結会計年度

（自　2024年３月１日

　　至　2025年２月28日）

金額（千円） 前期比（％） 金額（千円） 前期比（％）

キャリアサービス分野 1,129,676 98.0 1,141,893 101.1

学生向けサービス 1,004,125 94.4 1,062,540 105.8

社会人向けサービス 125,550 140.0 79,353 63.2

メディア・SaaS分野 288,719 90.7 208,312 72.2

合計 1,418,396 96.4 1,350,205 95.2

第１四半期

連結会計期間

第２四半期

連結会計期間

第３四半期

連結会計期間

第４四半期

連結会計期間
通期

売上高 481,721 346,750 284,428 305,495 1,418,396

営業利益又は

営業損失（△）
149,478 40,642 △28,892 △5,831 155,396

第１四半期

連結会計期間

第２四半期

連結会計期間

第３四半期

連結会計期間

第４四半期

連結会計期間
通期

売上高 542,088 231,560 265,231 311,325 1,350,205

営業利益又は

営業損失（△）
231,581 △67,570 △44,645 5,037 124,402

当社グループは新産業領域における人材創出事業の単一の報告セグメントであるため、セグメント別の記載を省

略しておりますが、売上高については、キャリアサービス分野及びメディア・SaaS分野を事業部門として区分し、

さらに、キャリアサービス分野は、学生向けサービス及び社会人向けサービスに細分化して分析しております。

（注）上記事業部門別の売上高は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査法人FRIQの監査は受け

ておりません。

また、2024年５月30日に提出した有価証券報告書の「第２　事業の状況　３　事業等のリスク　（２）事業内容

に関するリスク　⑦ 業績の季節的変動について」に記載のとおり、当社グループの売上高構成比が最も大きく、

主要事業である「Goodfind」においては、顧客企業の新卒学生向けの採用活動が活発に行われる時期に売上が集中

いたします。さらに、新卒学生に係る成功報酬型の人材紹介手数料については、入社日基準により売上高を認識し

ているため、新卒学生の多くが入社する４月に売上高が集中いたします。この結果、第１四半期に売上高及び営業

利益が集中する傾向にあります。

各四半期連結会計期間の推移は次のとおりであります。

第19期連結会計年度（自　2023年３月１日　至　2024年２月29日）　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

第20期連結会計年度（自　2024年３月１日　至　2025年２月28日）　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
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（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における資産合計は2,094,976千円となり、前連結会計年度末に比べ126,903千円増加いたし

ました。これは、流動資産が93,560千円、固定資産が33,342千円増加したことによるものであります。流動資産

の増加は主に、現金及び預金が93,805千円増加したことによるものであります。固定資産の増加は主に、ＵＴ創

業者の会投資事業有限責任組合への出資により、投資有価証券18,660千円が増加及び自社利用ソフトウエアの開

発に伴い無形固定資産が9,092千円増加したことによるものであります。

（負債）

当連結会計年度末における負債合計は589,664千円となり、前連結会計年度末に比べ60,532千円増加いたしま

した。これは主に、未払金が15,668千円減少した一方で、主に学生向けキャリアサービスに係る受注の増加によ

り前受金が69,841千円増加したことによるものであります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産合計は1,505,312千円となり、前連結会計年度末に比べ66,370千円増加いた

しました。これは主に、親会社株主に帰属する当期純利益（純資産の増加）86,841千円を計上したことによるも

のであります。また、財政状態や株価動向を鑑みて、総合的な株主還元及び資本効率の向上を図るとともに、経

営環境の変化に対応した機動的な資本政策を可能とするため、2024年１月12日開催の取締役会決議に基づき、自

己株式の公開買付けによって、自己株式38,302千円の取得（純資産の減少）を実行いたしました。

この結果、自己資本比率は71.0％（前連結会計年度末は73.1％）となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は1,743,841千円となり、前連結会計

年度末に比べ93,805千円増加いたしました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因

は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は175,598千円（前年同期は115,716千円の獲得）となりました。これは主に、税

金等調整前当期純利益の計上119,052千円、法人税等の支払額39,673千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は34,313千円（前年同期は55,439千円の使用）となりました。これは主に、投資

有価証券の取得による支出25,000千円、自社利用ソフトウエアの開発に伴う無形固定資産の取得による支出

9,453千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は47,478千円（前年同期は67,003千円の使用）となりました。これは主に、自己

株式取得のための預け金が9,075千円増加したこと及び自己株式の取得による支出38,759千円によるものであり

ます。
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事業部門

2025年２月期

（実績）

2026年２月期

（予想）

金額 構成比 前期比 金額 構成比 前期比

キャリアサービス分野 1,141,893 84.6 101.1 1,300,373 85.8 113.9

学生向けサービス 1,062,540 78.7 105.8 1,230,001 81.2 115.8

社会人向けサービス 79,353 5.9 63.2 70,371 4.6 88.7

メディア・SaaS分野 208,312 15.4 72.2 214,658 14.2 103.0

合計 1,350,205 100.0 95.2 1,515,031 100.0 112.2

（４）今後の見通し

当社グループは、「人の可能性を引き出し 才能を最適に配置することで 新産業を創出し続ける」というミッシ

ョンを掲げ、新産業領域における人材の最適配置を中心として、人の持つ可能性に着目した「新産業領域における

才能の最適配置を目指すプラットフォーム」を提供してまいりました。今後は、未来の日本社会の発展のために必

要不可欠となるスタートアップ・ベンチャー企業をはじめとした新産業領域の企業の成長や、民間企業だけでなく

政府や地方自治体、学校等のあらゆる組織におけるイノベーションの重要性の高まりを背景として、産業の転換と

ともにこれらを担う人材の付加価値は飛躍的に高まると考えており、人の創造性と生産性を最大化させる配置によ

る新産業創出をとおして、新産業領域の人と組織の可能性が引き出され活気づく社会を目指します。

当社グループは、売上・利益の継続的な成長を実現することを基本方針としており、2026年２月期においては、

売上高1,515,031千円（前期比12.2％増）、営業利益151,571千円（前期比21.8％増）、経常利益146,571千円（前

期比23.1％増）、親会社株主に帰属する当期純利益98,337千円（前期比13.2％増）を見込んでおります。

売上高の増加については、主に厳選就活プラットフォーム「Goodfind」において、2025年卒以降の会員の獲得及

び利用が改善傾向にあり、求人企業とのマッチングも堅調に推移する結果、学生向けサービスが1,230,001千円

（前期比15.8％増）を見込むことによるものであります。社会人向けサービス及びメディア・SaaS分野は、依然と

して厳しい競争環境にあるとの予想を前提として、概ね前年同水準を見込んでおります。営業利益、経常利益及び

親会社株主に帰属する当期純利益の増加については、販売費及び一般管理費が、主に人員体制の強化に伴う人件費

及び学生向けサービスにおける会員向け施策に伴う広告宣伝費への投資による増加を見込みますが、当該増加を上

回る売上高の成長が見込めることによるものであります。

なお、当社グループは、新産業領域における人材創出事業の単一の報告セグメントであるため、セグメント別の

記載を省略しておりますが、売上高については、キャリアサービス分野及びメディア・SaaS分野を事業部門として

区分し、さらに、キャリアサービス分野は、学生向けサービス及び社会人向けサービスに細分化しております。当

該区分ごとの2026年２月期売上高の業績予想は次のとおりであります。

（単位：千円、％）

（注）上記事業部門別の売上高は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査法人FRIQの監査は受け

ておりません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。なお、IFRS（国際財務報告基準）の適用につきましては、今後の事業展開や国内外の情勢を考慮の上、適切に対

応していく方針であります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年２月29日）

当連結会計年度
（2025年２月28日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,650,036 1,743,841

売掛金 97,717 84,667

貯蔵品 1,144 1,985

前払費用 27,472 32,839

その他 49,021 55,618

流動資産合計 1,825,391 1,918,952

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品（純額） 581 432

有形固定資産合計 581 432

無形固定資産

ソフトウエア 901 471

その他 － 9,522

無形固定資産合計 901 9,994

投資その他の資産

投資有価証券 127,884 146,544

差入保証金 8,062 8,062

繰延税金資産 5,251 10,989

投資その他の資産合計 141,198 165,597

固定資産合計 142,681 176,024

資産合計 1,968,072 2,094,976

負債の部

流動負債

未払金 74,696 59,028

未払費用 7,381 8,339

未払法人税等 16,953 15,977

未払消費税等 11,435 17,162

前受金 412,075 481,916

その他 6,588 7,240

流動負債合計 529,131 589,664

負債合計 529,131 589,664

純資産の部

株主資本

資本金 15,015 15,193

資本剰余金 1,003,249 1,003,427

利益剰余金 481,967 568,808

自己株式 △61,515 △99,817

株主資本合計 1,438,717 1,487,612

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 224 474

その他の包括利益累計額合計 224 474

新株予約権 － 17,225

純資産合計 1,438,941 1,505,312

負債純資産合計 1,968,072 2,094,976

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2023年３月１日
至　2024年２月29日)

当連結会計年度
(自　2024年３月１日
至　2025年２月28日)

売上高 1,418,396 1,350,205

売上原価 63,974 30,771

売上総利益 1,354,421 1,319,434

販売費及び一般管理費 1,199,025 1,195,031

営業利益 155,396 124,402

営業外収益

受取利息 16 965

持分法による投資利益 1,110 －

雑収入 58 753

営業外収益合計 1,185 1,718

営業外費用

支払利息 1 －

持分法による投資損失 － 2,186

投資事業組合運用損 4,931 4,433

雑支出 － 449

営業外費用合計 4,933 7,068

経常利益 151,648 119,052

特別損失

減損損失 12,460 －

特別損失合計 12,460 －

税金等調整前当期純利益 139,187 119,052

法人税、住民税及び事業税 49,351 38,082

法人税等調整額 △1,602 △5,870

法人税等合計 47,748 32,211

当期純利益 91,438 86,841

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 91,438 86,841

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

- 7 -

スローガン株式会社（9253）
2025年２月期 決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2023年３月１日
至　2024年２月29日)

当連結会計年度
(自　2024年３月１日
至　2025年２月28日)

当期純利益 91,438 86,841

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 224 250

その他の包括利益合計 224 250

包括利益 91,662 87,091

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 91,662 87,091

非支配株主に係る包括利益 － －

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本 その他の包括利益累計額
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
その他有価証券

評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 12,701 1,000,936 411,520 △52,535 1,372,623 － － 1,372,623

当期変動額

新株の発行
（新株予約権の行使）

2,313 2,313 4,627 4,627

親会社株主に帰属する
当期純利益

91,438 91,438 91,438

剰余金の配当 △20,991 △20,991 △20,991

自己株式の取得 △8,979 △8,979 △8,979

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

224 224 224

当期変動額合計 2,313 2,313 70,447 △8,979 66,094 224 224 66,318

当期末残高 15,015 1,003,249 481,967 △61,515 1,438,717 224 224 1,438,941

（単位：千円）

株主資本 その他の包括利益累計額
新株予約権 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本

合計
その他有価証券

評価差額金

その他の包括利

益累計額合計

当期首残高 15,015 1,003,249 481,967 △61,515 1,438,717 224 224 － 1,438,941

当期変動額

新株の発行
（新株予約権の行使）

178 178 356 356

親会社株主に帰属する
当期純利益

86,841 86,841 86,841

自己株式の取得 △38,302 △38,302 △38,302

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

250 250 17,225 17,475

当期変動額合計 178 178 86,841 △38,302 48,894 250 250 17,225 66,370

当期末残高 15,193 1,003,427 568,808 △99,817 1,487,612 474 474 17,225 1,505,312

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2023年３月１日　至　2024年２月29日）

当連結会計年度（自　2024年３月１日　至　2025年２月28日）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2023年３月１日
至　2024年２月29日)

当連結会計年度
(自　2024年３月１日
至　2025年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 139,187 119,052

減価償却費 4,390 578

減損損失 12,460 －

株式報酬費用 － 17,225

受取利息 △16 △965

支払利息 1 －

持分法による投資損益（△は益） △1,110 2,186

投資事業組合運用損益（△は益） 4,931 4,433

売上債権の増減額（△は増加） △8,869 13,049

前払費用の増減額（△は増加） 4,152 △5,366

未払金の増減額（△は減少） 22,879 △15,681

未払費用の増減額（△は減少） △1,297 801

未払消費税等の増減額（△は減少） △11,120 5,788

前受金の増減額（△は減少） 17,721 69,841

その他 △2,864 3,362

小計 180,446 214,306

利息の受取額 16 965

法人税等の支払額 △64,746 △39,673

営業活動によるキャッシュ・フロー 115,716 175,598

投資活動によるキャッシュ・フロー

無形固定資産の取得による支出 △5,434 △9,453

投資有価証券の取得による支出 △50,000 △25,000

差入保証金の差入による支出 △15 －

その他 10 139

投資活動によるキャッシュ・フロー △55,439 △34,313

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △1,706 －

自己株式の取得による支出 △8,979 △38,759

自己株式取得のための預け金の増減額（△は増

加）
△40,924 △9,075

配当金の支払額 △20,020 －

新株予約権の行使による株式の発行による収入 4,627 356

財務活動によるキャッシュ・フロー △67,003 △47,478

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,726 93,805

現金及び現金同等物の期首残高 1,656,762 1,650,036

現金及び現金同等物の期末残高 1,650,036 1,743,841

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

　当社グループは、新産業領域における人材創出事業の単一の報告セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

キャリアサービス分野 メディア・SaaS

分野
計

学生向けサービス 社会人向けサービス

成功報酬 173,470 115,923 － 289,393

成功報酬以外 830,655 9,627 288,719 1,129,002

顧客との契約から

生じる収益
1,004,125 125,550 288,719 1,418,396

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 1,004,125 125,550 288,719 1,418,396

キャリアサービス分野 メディア・SaaS

分野
計

学生向けサービス 社会人向けサービス

成功報酬 198,900 78,668 － 277,568

成功報酬以外 863,640 685 208,312 1,072,637

顧客との契約から

生じる収益
1,062,540 79,353 208,312 1,350,205

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 1,062,540 79,353 208,312 1,350,205

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前連結会計年度（自　2023年３月１日　至　2024年２月29日）

(単位：千円)

当連結会計年度（自　2024年３月１日　至　2025年２月28日）

(単位：千円)
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前連結会計年度

（自　2023年３月１日

至　2024年２月29日）

当連結会計年度

（自　2024年３月１日

至　2025年２月28日）

１株当たり純資産額 543.34円 580.46円

１株当たり当期純利益 34.43円 33.18円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 33.73円 32.58円

前連結会計年度
（自　2023年３月１日

至　2024年２月29日）

当連結会計年度
（自　2024年３月１日

至　2025年２月28日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する

当期純利益（千円）
91,438 86,841

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（千円）
91,438 86,841

普通株式の期中平均株式数（株） 2,655,912 2,617,244

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する

当期純利益調整額（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 54,649 48,631

（うち新株予約権（株）） （54,649） （48,631）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要

－

第５回新株予約権

　新株予約権の数　200個

　（普通株式　1,000株）

第６回新株予約権

　新株予約権の数　300個

　（普通株式　1,500株）

第７回新株予約権

　新株予約権の数　1,300個

　（普通株式　6,500株）

第８回新株予約権

　新株予約権の数　41,500個

　（普通株式　41,500株）

第９回新株予約権

　新株予約権の数　1,500個

　（普通株式　150,000株）

第10回新株予約権

　新株予約権の数　5個

　（普通株式　500株）

（１株当たり情報）

（注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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